
石
川
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会

副
会
長

林

良
彦

今
年
度
七
年
目
を
む
か
え
た
石
川

県
小
中
学
校
教
育
研
究
会
の
設
立
目

的
は
「
授
業
研
究
文
化
の
継
承
や
研

究
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
県
内
全
域

に
広
げ
本
県
小
中
学
校
の
教
育
の
充

実
に
貢
献
す
る
」
こ
と
で
す
。
本
会
は
、

十
六
の
各
郡
市
研
究
会
と
二
十
四
の

教
科
等
研
究
会
の
団
体
で
構
成
さ
れ
、

運
営
を
担
当
す
る
事
務
局
に
は
、
各

構
成
団
体
よ
り
役
員
が
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
内
研
究
団
体
の
大
会
開

催
地
調
整
や
、
例
年
八
月
の
研
究
大

会
の
開
催
も
重
要
な
役
割
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
確
か
で
豊
か
な

学
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、

本
県
の
教
職
員
は
、
様
々
な
研
究
会

に
所
属
し
自
主
的
に
指
導
力
や
実
践

力
の
向
上
を
目
指
し
授
業
研
究
や
情

報
交
換
等
の
教
育
研
究
活
動
を
続
け

て
き
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
第
六
回

研
究
大
会
の
テ
ー
マ
は
、
設
立
以
来

掲
げ
て
い
る
「
石
川
の
授
業
研
究
文

化
の
継
承
と
発
展
」
で
す
。
県
内
の

小
中
学
校
に
し
っ
か
り
と
存
在
す
る

「
授
業
研
究
文
化
」
は
、
広
い
視
野

と
深
い
見
識
に
基
づ
き
、
日
々
継
承

し
て
取
り
組
み
続
け
て
き
た
研
究
と

実
践
の
結
晶
で
す
。
今
に
続
く
時
に

お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
寄

り
添
い
、
よ
り
価
値
あ
る
方
向
へ
と

誘
う
深
い
見
識
を
持
つ
教
職
員
に
よ

る
日
々
の
「
授
業
」
へ
の
取
組
が
、

授
業
研
究
文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ

て
き
た
の
で
す
。

目
指
す
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習

の
主
体
者
と
な
り
、
学
習
課
題
の
解

決
に
向
け
て
一
人
一
人
が
自
ら
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
る
授
業
で
す
。
教

科
等
の
専
門
性
を
生
か
し
た
授
業
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
・
判

断
力
を
高
め
、
豊
か
で
確
か
な
表
現

力
を
育
む
授
業
で
あ
り
、
指
導
案
に

主
張
が
あ
り
、
か
つ
研
究
実
践
の
具

体
化
と
し
て
提
案
性
の
あ
る
授
業
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の

よ
さ
や
可
能
性
を
見
抜
く
力
、
教
科

等
に
関
す
る
高
い
指
導
力
、
自
己
研

鑽
に
励
む
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
本
県
で
継
承
さ
れ
て
き
た
授
業

研
究
文
化
で
す
。

教
師
は
、
経
験
年
数
が
何
年
で
あ

ろ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
の
前
で
は
、

一
授
業
者
で
す
。
教
師
は
、
授
業
で

勝
負
し
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
「
授

業
を
真
ん
中
」
に
し
ま
す
。
毎
日
の

実
践
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
実
践

か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
持
ち
、
謙
虚
に
て

い
ね
い
に
、
授
業
を
「
反
省
」
す
る

授
業
実
践
者
た
ち
に
よ
り
、
本
県
の

授
業
研
究
文
化
は
継
承
さ
れ
、
発
展

し
て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
会
は
、
各
地
区
の

研
究
団
体
が
具
体
的
な
子
ど
も
の
姿

を
も
と
に
「
授
業
を
真
ん
中
」
に
し

つ
つ
石
川
県
の
授
業
研
究
文
化
が
発

展
し
て
い
く
よ
う
「
場
」
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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〈
研研
究
会
紹
介
〉

野
々
市
市
小
中
学
校
教
育
研
究
会

本
研
究
会
は
会
員
相
互
の
研
究
・

実
践
活
動
を
通
し
て
、
野
々
市
市
の

小
中
学
校
の
教
育
の
振
興
・
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
小
学
校
五

校
・
中
学
校
二
校
、
総
勢
二
四
七
名

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
会
は
十
八
部
会
（
教
科
部
会
十

四
・
特
別
部
会
四
）
あ
り
、
各
学
校

の
校
長
・
教
頭
が
部
長
を
務
め
て
い

ま
す
。

○
教
科
部
会
（
国
語
、
算
数
・
数

学
、
社
会
、
理
科
、
外
国
語
、
音
楽
、

図
工
・
美
術
、
家
庭
・
技
術
、
体
育
、

道
徳
・
人
権
、
特
活
、
総
合
・
生
活
、

特
別
支
援
、
情
報
視
聴
覚
）

○
特
別
部
会
（
学
校
図
書
、
学
校

事
務
、
学
校
保
健
、
学
校
給
食
）

部
会
の
開
催
は
年
間
四
〜
六
回
と

差
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
教
科

部
会
で
も
研
究
授
業
を
小
中
合
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
整
理
会
で
は
、

小
学
校
教
員
は
教
育
方
法
、
中
学
校

教
員
は
教
科
内
容
に
つ
い
て
の
意
見

を
語
る
傾
向

が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
良

さ
を
生
か
し

授
業
整
理
会

が
行
わ
れ
る

と
こ
ろ
が
本

会
の
特
徴
で

す
。

幼
保
小
中
交
流
会
も
実
施
さ
れ
ま

す
。「
野
々
市
っ
子
を
育
て
る
市
民

会
議
」・「
野
々
市
市
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会
」
と
連
携
し
、
年
間
三
回
幼

保
小
中
交
流
部
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
回
目
は
六
月
に
中
学
校
で
の

公
開
授
業
を
行
い
、
授
業
後
に
は
中

一
と
旧
小
六
の
担
任
で
、
不
登
校
傾

向
児
童
や
配
慮
の
必
要
な
児
童
の
状

況
に
つ
い
て
詳
し
く
情
報
交
換
を
行

い
ま
す
。
二
回
目
は
七
月
に
中
学
校

区
に
分
か
れ
て
幼
稚
園
・
保
育
園
で

の
公
開
保
育
と
分
散
会
を
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
教
育
方
針
や

遊
び
の
意
味
が
語
ら
れ
、
幼
保
で
の

子
ど
も
の
育
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
三
回
目
は
十
一
月
に
小
学
校

の
授
業
を
公
開
し
、
そ
の
後
に
は
、

生
徒
指
導
・
学
習
指
導
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
協
議
を
行
い
ま
す
。
そ
の

中
で
小
学
校
や
幼
保
で
大
事
に
し
た

い
こ
と
、
中
学
校
で
も
引
き
継
い
で

大
事
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
忌
憚
な

く
話
し
合
わ
れ
ま
す
。
ま
た
小
中
連

携
と
し
て
、
十
一
月
に
は
中
学
校
生

徒
会
役
員
が
小
学
校
へ
訪
問
し
、
ビ

デ
オ
等
を
見
せ
な
が
ら
、
運
動
会
や

部
活
、
学
校
生
活
の
様
子
を
説
明
し

ま
す
。

夏
季
全
体
研
修
会
で
は
講
師
を
招

聘
し
て
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
は
不
登
校
対
策
と
し
て
東
京

学
芸
大
学

小
林
正
幸
教
授
、
こ
こ

数
年
は
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応

と
し
て
金
沢
工
業
大
学

白
木
み
ど

り
教
授
、
金
沢
大
学

折
川
司
教
授

に
ご
講
演
を
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
野
々
市
市
小
学
校
音
楽

会
、
小
中
学
校
図
工
・
美
術
展
、
書

初
め
展
も
行
わ
れ
ま
す
。
運
営
主
体

は
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
部
会
、
美
術
・
図

工
部
会
、
国
語
部
会
と
な
り
ま
す
。

特
に
図
工
・
美
術
展
、
書
初
め
展
は
、

新
し
く
な
っ
た
市
立
図
書
館
「
カ

レ
ー
ド
」
で
実
施
さ
れ
、
多
く
の
市

民
の
方
に
観
て
頂
い
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
、
新
指
導
要
領
本
格

実
施
に
係
る
授
業
時
数
増
に
よ
り
今

後
、
研
究
会
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
野
々
市
市
の
よ

さ
を
活
か
し
、
九
年
間
で
野
々
市
っ

子
を
育
て
る
精
神
を
大
切
に
研
究
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責

野
々
市
市
立
菅
原
小
学
校

中
野

淳
子
）

白
山
市
学
校
教
育
研
究
会

白
山
市
で
は
、
白
山
市
教
育
委
員

会
の
基
本
理
念
「
ふ
る
さ
と
白
山
の

未
来
を
拓
く
ひ
と
を
育
て
る
〜
地
域

と
と
も
に
〜
」
を
基
づ
き
学
校
教
育

基
本
方
針
「
感
性
を
豊
か
に
す
る
教

育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
会
は
、
白
山
市
教
育
委
員

会
の
ご
指
導
の
も
と
に
、
学
校
教
育

に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
白
山
市
の

教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
内
の
小
中
学
校
を
も
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
十
九

校
、
中
学
校
九
校
、
約
六
百
六
十
名

の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
授
業
力
向
上

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
会
は
二
十
一
部
会
に
別
れ
、

年
三
回
の

研
修
会
を

実
施
し
て

い
ま
す
。

研
究
授
業

や
指
導
案

検
討
・
実

践
交
流
・

視
察（
見
学
）・
教
材
研
究
・
講
義
・

実
技
講
習
を
通
じ
て
研
修
を
深
め
て

い
ま
す
。
各
部
で
行
う
年
間
一
〜
二

回
の
研
究
授
業
に
は
指
導
主
事
等
の

助
言
者
を
招
聘
し
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
部
の
活
動
内
容
は
年
二
回
の
会

報
と
年
度
末
の
紀
要
の
冊
子
に
ま
と

め
ら
れ
各
校
で
共
有
さ
れ
ま
す
。

夏
季
全
体
研
修
会
は
、
今
年
度
は

文
部
科
学
省
学
校
業
務
改
善
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
中
教
審
「
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
特
別
部
会
」
委
員
の
妹

尾
昌
俊
氏
に
、「
本
気
で
進
め
る
学

校
の
働
き
方
改
革
〜
な
ぜ
必
要
か
、

何
を
行
う
か
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

白
山
市
で
は
、
教
育
研
究
会
の
業

務
効
率
化
の
た
め
に
、
市
内
の
学
校

間
共
有
フ
ォ
ル
ダ
を
活
用
し
、
作
業

の
効
率
化
、
情
報
共
有
を
進
め
て
い

ま
す
。
次
年
度
は
、
開
催
回
数
削
減

や
部
会
再
編
を
進
め
、
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
働

き
方
改
革
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
文
責

白
山
市
立
東
明
小
学
校

紺
村
由
紀
子
）

石
川
県
数
学
教
育
研
究
会

本
研
究
会
は
、
県
内
各
郡
市
で
行

わ
れ
て
い
た
数
学
教
育
研
究
会
を
石

川
県
小
中
学
校
教
育
研
究
会
（
学
教

研
）
の
設
立
を
機
に
県
の
研
究
会
と

し
て
一
本
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
他
教

科
等
の
研
究
会
と
は
違
い
県
レ
ベ
ル

で
の
交
流
の
歴
史
が
な
く
、
各
郡
市

で
そ
れ
ぞ
れ
研
究
会
や
授
業
公
開
等

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
学
教
研

が
設
立
さ
れ
て
七
年
目
を
迎
え
た
現

在
、
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
実
態
と

し
て
県
レ
ベ
ル
で
の
研
究
実
践
交
流

は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
何

ら
か
の
形
で
交
流
を
行
え
る
状
態
に

し
て
い
き
た
い
と
模
索
中
で
す
。

一
方
で
、
本
研
究
会
と
し
て
の
大

き
な
役
割
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
各
郡
市
の
数
学
教
育
研
究
会

が
北
陸
四
県
数
学
教
育
研
究
大
会
に

参
加
し
て
お
り
小
中
高
等
学
校
と
系

統
的
な
学
び
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
北
四
数
学
研
究
会
の
中

学
校
で
の
ま
と
め
役
と
し
て
本
研
究

会
が
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
石
川

県
で
実
施
さ
れ
る
準
備
委
員
会
の
母

体
と
し
て
の
役
割
や
四
県
連
絡
会
に

代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
小
松

市
で
第
六
十

七
回
大
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
歴

史
あ
る
北
四

数
学
大
会
の

中学校生徒会の小学校訪問

石川県小中学校教育研究会 平成３１年２月４日 第１４号

―２―



概
要
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

北
四
数
学
大
会
は
石
川
・
新
潟
・

福
井
・
富
山
の
順
番
で
開
催
県
が
割

り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
月
の
中

下
旬
頃
に
全
体
会
と
校
種
ご
と
の
分

科
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
前
の
全
体

会
は
開
会
式
・
記
念
講
演
、
午
後
は

小
中
高
等
学
校
の
公
開
授
業
と
分
科

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
中
学
校
の
分
科

会
は
数
と
式
・
関
数
・
図
形
・
資
料

の
活
用
の
四
領
域
で
各
県
か
ら
三
本

の
口
頭
発
表
が
あ
り
計
十
二
本
の
研

究
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各

領
域
で
一
本
は
文
書
発
表
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
大
会
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

十
月
十
九
日
（
金
）
に
全
体
会
は

小
松
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
記

念
講
演
は
帝
京
大
学
教
授
の
清
水
静

海
先
生
に
「
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・

能
力
の
育
成
〜
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
〜
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
型
、
技
法
に
こ
だ

わ
っ
て
い
て
は
力
（
資
質
・
能
力
）
は

つ
か
な
い
こ
と
や
未
知
の
状
況
に
も

対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
は
数
学
的
に
考
え
る
力
と
相
性

が
良
い
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
の
講
演
で
、
参
加
者
は
多
く

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後

の
中
学
校
部

会
は
小
松
市

立
丸
内
中
学

校
で
行
わ
れ
、

公
開
授
業
は

参
観
者
が
多

い
た
め
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
の
図
形

の
移
動
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
活
動
を

通
し
て
元
の
図
形
を
ど
の
よ
う
に
移

動
し
た
か
の
説
明
を
聞
い
て
、
移
動

し
た
図
形
を
考
え
書
く
授
業
で
し
た
。

班
で
協
力
し
な
が
ら
一
つ
の
も
の
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
達
成
感

を
持
た
せ
て
い
ま
し
た
。
分
科
会
で

は
鶴
来
・
城
南
・
七
尾
東
部
中
学
校

が
口
頭
発
表
を
、
芦
城
中
学
校
は
文

書
発
表
を
行
い
熱
心
な
研
究
協
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
各
実
践
に
つ

い
て
今
後
の
授
業
研
究
に
大
い
に
生

か
さ
れ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

本
研
究
会
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
で
す
が
北

四
数
学
大
会
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
く
役
割
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責

金
沢
市
立
高
尾
台
中
学
校

荒
井

浩
志
）

石
川
県
特
別
活
動
研
究
会

本
研
究
会
は
、
比
較
的
歴
史
の
浅

い
研
究
会
で
、
平
成
二
十
四
年
度
に

今
の
形
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
七

年
目
を
迎
え
た
研
究
会
で
す
。

県
の
研
究
大
会
は
、
例
年
二
月
上

旬
に
「
冬
の
大
会
」
と
し
て
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
九
年

度
小
松
大
会
は
、
昨
冬
二
月
の
記
録

的
大
雪
の
た
め
、「
大
会
」
と
し
て

は
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
例
年
よ
り

少
し
早
く
、
十
二
月
に
加
賀
市
で

「
冬
の
大
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

小
松
大
会
で
は
、
中
学
校
を
会
場
に

し
て
、
そ
こ

で
小
中
両
方

の
公
開
授
業

を
行
な
い
ま

し
た
が
、
こ

の
方
法
を
真

似
て
、
加
賀

市
立
山
代
中
学
校
を
会
場
に
、
同
中

学
校
三
つ
の
ク
ラ
ス
と
、
加
賀
市
立

作
見
小
学
校
の
四
年
生
、
五
年
生
の

二
つ
の
ク
ラ
ス
、
併
せ
て
五
学
級
の

公
開
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
活
動
は
、
今
年
度
よ
り
小
中

学
校
と
も
に
新
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
い
て
、

・「
人
間
関
係
形
成
」（
多
様
な
人
々

と
共
に
生
き
る
）

・「
社
会
参
画
」（
社
会
の
一
員
と
し

て
生
き
る
）

・「
自
己
実
現
」（
自
分
ら
し
く
生
き

る
）

の
三
つ
の
視
点
を
重
視
し
た
教
育
課

程
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ま
さ

に
、
生
き
る
力
そ
の
も
の
で
す
。）

今
回
公
開
し
た
五
つ
の
授
業
は
、

学
級
活
動
（
１
）
の
ね
ら
い
に
即
し

た
、
よ
り
よ
い
学
級
集
団
づ
く
り
の

た
め
の
話
し
合
い
活
動
で
し
た
。
学

校
は
違
う
の
で
す
が
、
ど
の
学
級
も

「
話
す
・
聞
く
」
と
い
う
こ
と
が
習
慣

と
し
て
身
に
つ
い
て
お
り
、
小
学
生

で
は
「
聞
く
姿
勢
の
良
さ
」
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
中
学
三
年
生
の
授

業
で
は
、
喧
々
諤
々
と
熱
の
こ
も
っ

た
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
的

な
話
し
合
い
を
す
る
た
め
に
は
、ベ
ー

ス
に
相
手
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
が

必
要
で
す
が
、
三
年
生
の
ク
ラ
ス
に

は
、
そ
れ
が
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

授
業
後
の
全
体
会
で
は
、
杉
田
洋

先
生
（
國
學
院
大
学
教
授
）
の
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
公

開
授
業
に
触
れ
、
話
し
合
い
の
質
の

高
さ
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
最
終
的

に
求
め
ら
れ
る
も
の
が「
合
意
形
成
」

な
の
か
、
個
人
の
「
意
思
決
定
」
な

の
か
、
そ
れ
を
捉
え
違
う
と
、
特
別

活
動
の
ね
ら
い
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
、

と
の
指
摘
も
頂
き
ま
し
た
。

杉
田
先
生
の
ご
講
演
は
、「
今
こ
そ
、

求
め
ら
れ
る
特
別
活
動
の
教
育
力

―
学
び
に
向
か
う
集
団
づ
く
り
―
」

を
演
題
と
し
て
掲
げ
、
特
別
活
動
を

中
軸
に
据
え

た
教
育
活
動

の
必
要
性
に

つ
い
て
の
、

熱
い
思
い
と

力
が
伝
わ
っ

て
く
る
も
の

で
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
本
県
に
お

い
て
は
、「
特
別
活
動
」
に
対
す
る

認
識
は
、
決
し
て
高
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
来
年
度
は
、
金
沢
市
で
県
の
研

究
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。「
特

別
活
動
」
の
実
践
を
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
、
そ
の
中
核
と
な
る
教
員
の
育

成
と
、
研
究
会
の
発
展
的
な
継
続
を

目
指
し
て
、
石
川
県
特
別
活
動
研
究

会
は
、
歩
み
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責

加
賀
市
立
山
中
小
学
校

杉
本

稔
）

平
成
三
十
年
度
役
員

会

長

中

克
之（
金
沢
・
清
泉
中
）

副
会
長

林

良
彦（
金
沢
・
四
十
万
小
）

〃

坂
東

隆（
能
美
・
湯
野
小
）

〃

遠
水

健
一（
金
沢
・
三
谷
小
）

総
務
部
長

的
塲

茂
樹（
金
沢
・
押
野
小
）

研
究
部
長

能
波

裕
司（
金
沢
・
鳴
和
中
）

研
究
副
部
長

櫻
井
ゆ
か
り（
白
山
・
美
川
小
）

調
整
部
長

中
川

隆
博（
金
沢
・
泉
野
小
）

調
整
副
部
長

杉
本

稔（
加
賀
・
山
中
小
）

広
報
部
長

小
浦

孝
行（
輪
島
・
町
野
小
）

広
報
副
部
長

竹
内

弘
司（
羽
咋
・
粟
ノ
保
小
）

会
計
部
長

坂
本
由
紀
子（
か
ほ
く
・
七
塚
小
）

会
計
監
査

舟
本

克
之（
珠
洲
・
正
院
小
）

〃

川
村

聡
子（
加
賀
・
金
明
小
）

平
成
三
十
年
度
会
務
報
告

四
月
一
日
�

三
役
会

四
月
十
三
日
�

第
一
回
理
事
研
修
会

五
月
十
一
日
�

第
一
回
幹
事
研
修
会

五
月
二
十
九
日
�

第
二
回
理
事
研
修
会

六
月
六
日
�

第
二
回
幹
事
研
修
会

六
月
十
五
日
�

第
一
回
代
議
員
研
修
会

七
月
二
十
三
日
�

第
三
回
理
事
研
修
会

七
月
二
十
三
日
�

第
三
回
幹
事
研
修
会

八
月
八
日
�

小
中
学
校
教
育
研
究
会
第
六
回
研
究
大
会

九
月
二
十
日
�

第
四
回
理
事
研
修
会

十
二
月
十
一
日
�

北
陸
三
県
中
教
研
連
絡
協
議
会

十
二
月
二
十
六
日
�

第
五
回
理
事
研
修
会

二
月
六
日
�

第
二
回
代
議
員
研
修
会

二
月
十
四
日
�

第
六
回
理
事
研
修
会

石川県小中学校教育研究会 平成３１年２月４日 第１４号

―３―



��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
三
十
一
年
度
県
内
開
催
予
定
の
研
究
発
表
会

東
海
北
陸
地
区
大
会

◆
東
海
北
陸
地
区
中
学
校
技
術
・
家

庭
科
研
究
大
会

・
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
一
日
目
）

・
金
沢
市
立
城
南
中
学
校

金
沢
市
立
清
泉
中
学
校

白
山
市
立
松
任
中
学
校

能
美
市
立
寺
井
中
学
校

・
十
月
十
七
日
�
・
十
八
日
�

中
部
地
区
大
会

◆
全
小
道
徳
教
育
研
究
大
会
中
部
大
会

・
小
松
市
立
今
江
小
学
校

・
十
一
月
二
十
二
日
�

北
越
地
区
大
会

◆
北
越
地
区
公
立
小
中
学
校
事
務
研

究
会
研
究
大
会

・
金
沢
市

・
八
月
二
十
二
日
�
・
二
十
三
日
�

県
大
会

◆
県
国
語
教
育
研
究
会

・
小
松
市

・
十
月
中
旬
〜
下
旬
（
予
定
）

◆
石
川
国
語
の
会

・
金
沢
市

・
十
二
月
の
第
二
土
曜
日（
十
四
日
）

◆
県
書
写
教
育
研
究
会

・
白
山
市

・
十
一
月
（
予
定
）

◆
県
社
会
科
教
育
研
究
会

・
羽
咋
郡
市

・
十
一
月
十
四
日
�

◆
県
小
学
校
社
会
科
教
育
研
究
会

・
開
催
場
所
未
定

・
十
二
月
七
日
�
（
予
定
）

◆
県
算
数
教
育
研
究
会

・
金
沢
市
立
小
坂
小
学
校

・
十
月
十
一
日
�

◆
県
中
学
校
数
学
教
育
研
究
会

・
開
催
予
定
な
し

◆
県
理
科
教
育
研
究
協
議
会

・
石
川
県
立
津
幡
高
等
学
校

宇
ノ
気
中
学
校

宇
ノ
気
小
学
校

・
十
月
十
六
日
�

◆
県
音
楽
教
育
研
究
会

・
白
山
市
ク
レ
イ
ン

・
十
一
月
二
十
二
日
�

◆
県
図
工
・
美
術
教
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
一
月
二
十
二
日
�

◆
県
学
校
体
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
一
月
十
二
日
�
ま
た
は
十
三
日
�

◆
県
小
学
校
体
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
十
二
月
二
十
六
日
�
（
予
定
）

◆
県
小
学
校
家
庭
科
教
育
研
究
会

・
羽
咋
郡

・
開
催
日
未
定

◆
県
中
学
校
英
語
教
育
研
究
会

・
白
山
市

・
開
催
日
未
定

◆
県
小
学
校
生
活
科
・
総
合
的
な
学

習
教
育
研
究
協
議
会

・
串
小
学
校

・
十
月
二
十
九
日
�

◆
県
特
別
活
動
教
育
研
究
会

・
金
沢
市

・
開
催
日
未
定

◆
県
小
中
学
校
視
聴
覚
教
育
研
究
協

議
会

・
鳳
来
保
育
所

河
井
小
学
校

鳳
至
小
学
校

輪
島
中
学
校

石
川
県
立
輪
島
高
等
学
校

・
十
一
月
十
四
日
�

◆
県
学
校
図
書
館
協
議
会

・
宝
立
小
学
校

・
十
月
十
一
日
�

◆
特
別
支
援
教
育
研
究
会

・
能
美
郡
・
能
美
市

・
十
一
月
二
十
日
�

◆
特
別
支
援
学
級
設
置
学
校
長
協
会

・
開
催
予
定
な
し

◆
県
養
護
教
育
研
究
会

・
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・
七
月
三
十
日
�
・
三
十
一
日
�

※
会
場
・
期
日
は
現
時
点
の
予
定
で

す
。
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

石川県小中学校教育研究大会 第７回研究大会
○期日 ２０１９年８月９日（金）
○会場 県地場産業振興センター
○日程と内容
午前（１０時～）
・郡市町教育研究会協議会

各郡市町教育研究会代表による今年度の活動方針の協議、情報交換等
午後（１３時～）
・開会式
・記念講演 講師 明治大学文学部教授 諸富 祥彦 氏

演題 「未定」
・分科会
①石川県書写教育研究会
基礎・基本を大切にし、意欲的に考えて書く子を育てる書写指導を目指す
②石川県小学校社会科教育研究会
子供自らが学びに向かい、公民的資質の基礎を養う社会科教育
③金沢市小学校教育研究会 算数部会
量感を大切にした「速さ」の指導 ～「速さ」の本質の理解を目指して～
④金沢市小学校教育研究会 理科部会
グローバル社会を生き抜く人間を育てる理科教育
～理科の見方・考え方を働かせて自然を追求する子をめざして～
⑤石川県音楽教育研究会 発声教育研究部会
感動ある歌声をつくり出す子どもを目指して
⑥石川県社会科教育研究会（坂井宏行教諭）
石川県の繊維産業からみる北陸の産業の特色
⑦石川県中学校数学教育研究会（岡島悟教諭）
本校における数学科の授業工夫
～基礎基本の定着とそれを活用できる生徒の育成を目指して～
⑧金森兼子教諭（金沢市立夕日寺小学校教諭）
子どもと創る生活科 ～かかわり合う中から気付く子をめざして～

編

集

後

記

本
号
で
は
、
各
郡
市
町
の
教
育
研

究
会
や
各
教
科
等
研
究
会
の
活
動
状

況
や
取
組
の
様
子
を
四
つ
の
団
体
か

ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど

の
研
究
団
体
も
、
本
研
究
会
が
設
立

以
来
掲
げ
て
き
た
テ
ー
マ
「
石
川
の

授
業
研
究
文
化
の
継
承
と
発
展
」
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
他
の
研

究
団
体
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
各
学
校
現
場
で
は
、
教
職

員
の
多
忙
化
改
善
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
教
材
研
究
・
授
業
の
準
備
等

子
供
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
十
分

に
確
保
す
る
こ
と
は
私
た
ち
教
職
員

の
使
命
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
各
研

究
団
体
の
質
の
向
上
と
、
会
員
の
皆

様
の
指
導
力
向
上
が
今
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
第
十
四
号
発
刊
に
あ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
協
力
や

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
部

小
浦

孝
行
）

広
報
部

部
長

小
浦

孝
行（
輪
島
・
町
野
小
）

副
部
長

竹
内

弘
司（
羽
咋
・
粟
ノ
保
小
）

香
林

直
晴（
津
幡
・
太
白
台
）

森
田

隆
久（
金
沢
・
森
本
中
）

直
江

賢
一（
白
山
・
北
星
中
）

寺
西

千
洋（
か
ほ
く
・
高
松
中
）
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